
（公演日程（2014年））

12月3日（水）6・30p．爪．オリックス劇場
●入場料金：S席￥5．000A席￥4，500＜悦込＞

12月4日（木）6‥30p．m．文化バルク城陽プラムホール

12月9日（火）6：30p．m．奈良県橿原文化会館大ホール

12月5日（金）6：30p．m．神戸国際会館こくさいホール
●入場料金●S席￥5，000A席￥4．500B席￥4，000＜積込＞

1俄　MiN－ON、（公財）城陽市民余暇活動センター（124公演）

／ぉ問い合わせ・チケットのお求めは

公演事務局℡06（6966）8（Xm

チケットぴあ℡0070（舵）醐［Pコード232－釦1］

ローソンナナ小さ0570（004）005［Lコード強5釦］

イープラス　　httpゾ／eplusJp／

くれlyクス刷場＞　阪神プレイガイドa00（6347）綿10

チケットセブンプレイガイド椎田店℡側（6300〉6005

く文化バルク城陽〉文化バルク減購℡0774（お）1010　7㌦プラザ城嚇℡0774（訪）2600

イズミヤ大久保店℡0074（52）節00　城陽市観光協会Ii城陽駅前〉℡m4（50）伽柳

JR宇治駅前観光案内所tOn4惚〉肺臓　宇治市散光セ／クー℡0774偽）鍋
青谷コミュニティセンター℡0774（諭）8273　ケイネット平和堂京田辺店℡0774（飴）2100

く神戸国際会館〉　柏戸国廉会館プレイガイドか078（250）3300

三宮阪神プレイガイドか078（221）0000

く奈良県柵原文化会館＞奈良県檀原文化会館00744〈鋪）2771

クラモトレコード℡0743（舵）3003

鰯即プランル連邦英和聞大使館　　　　iTi早　　l凧i江別高所高評∴∴※当公靴小学生輔のお子観の入場油断。いたし対



音楽大国ブラジルから、新しいサンバの波

ス華捜古癖■ダ
ブラジル・リオデジャネイロの都lIMこ位置する歓楽街、

ラバ地区は20世紀の前半から中盤にかけてサンバの中高、

地として栄え、夜な夜な大勢のサンバ人が集っていた。

その後、街が荒廃し治安も悪化したが、今世紀に入って
一気に再開発が進み、大小無数のクラブやライヴハウス、

レストランやバーが次々にオープン、週末ともなれば

車道にまで人があふれ、明け方まで賑わう、ijオきって

の夜遊びエリアとなった。と同時に大勢の音楽家や

グループがラバを拠点に活動を行ない、若い世代に

よる新たなサンバのムーヴメントが誕生した。その

代表的な存在のグループが、スルル・ナ・ホーダた。

スルル・ナ・ホ一夕は2000年に緯成された。ラバ地区

のライヴハウスで活動を始め、200I年にファースト・

アルバムを発表した。中心メンバーのニルゼ・カル

ヴァーIj∃はiO代の頃から天才バンドリン少女（注”

バンドリンはブラジル産マンドリン）と騒がれていた。

「スルル・ナ・ホーダ」プロフィル

90年代には長期間、日本に滞在してシュラスコ料理店

のハウスバンドで歌うなど、日本との緑も深い。2013年

に発表したライヴ・アルバムが評判を呼び、20i4年には
「第25回ブラジル音楽賞」で最優秀サン／年グループに

選ばれた。まさに今、ノi）にのっているグループだ。

スルル・ナ・ホーダは伝統的なサンバの名曲を、現代人

の発想と感受性を通じて今の時代にアップデートし、

自分たちのオijシナル曲やラバに集う同世代の仲間

たちが作った新曲も歌い、サンバの豊かな水脈に根ざし

ながらも決して懐古趣味ではない現在進行形のサンバ

を追求している。彼らが歌うのは、人々の日常生活の

中から生まれた、人々の喜怒哀楽の感情を描くサンバ。

だから言葉がわからなくても楽しめ、とても親しみ

やすい。筋金入りのライヴ・バンド、スルル・ナ・ホーダ

がつくるサンバのホーダ（輪）の中に入り、至福の時を

共有しよう。

中原　仁（音楽・放送プロデューサー）

フアピアーノ・サレツク　　　　　　　二ルゼ・カルヴァーリョ　　　　　　シルヴィオ・カルヴァーリョ
（競、パーカッション）　　　　　　　　　　　（敵、バンドリン、カヴァキーこョ）　　　　　　　（敵、カサァキーニヨ、パーカッション）

i）オデジヤネイロのサンバ再生で最も重要な地区ラバ。そのラバを代表するグループがスルル・ナ・ボーダだ。

2000年に当時学生だったメンバーが集まり、歌とカヴァキー二ヨの二ルゼ・カルヴァーi）ヨを中心に、フアピアーノ・

サレツクとシルヴィオ・カルヴァーリョが集まって結成された。精力的な活動で、翌2001年にはファースト・アルバム

をリリース。しかもブラジル音楽の重鎮シコ・プアルキが参加し、大きな話題となった。またジルベルト・ジルや

カエクーノ・ヴェローゾなど一流アーティストしか参加できない『サンバ・ソシアル・クラブ』にも招待され参加。

サンバの名曲「ダ・メリョール・クアリダーヂ」と「トウ・ヴォルタンド」を演奏、収録した。また演奏だけではなく、

その理論的な知識や経験をアメリカ合衆国インディアナ州やミシガン州の大学でショーとワークショップを

ミックスした講義を行うなど、新たなチャレンジにも果敢に挑んでいる。メンバー全員が歌手で楽器奏者、しかもそれ

ぞれ違った音楽的文脈を持ち、真の音楽的異種交配で生み出されたのか、現在のラバと新しいサンバを代表する

バンド、スルル・ナ・ホーダである。


